
令和３年度 全国学力・学習状況調査結果について 

 

本年５月２７日、全国の小学６年生及び中学３年生を対象に、「全国学力・学習状況調査」が実施さ

れ（悉皆調査は平成元年度に続き１１回目）、８月に文部科学省より都道府県別の調査結果が発表され

ました。その概要についてお知らせします。 

 

１ 本町の結果概要について 

 平均正答率一覧（単位は１００％中の正答率の値） 

＜小学校＞ ＜中学校＞

国語 算数 国語 数学

島本町 65 74 島本町 68 62

大阪府 63 70 大阪府 62 56

全国 64.7 70.2 全国 64.6 57.2

府との差 2 4 府との差 6 6

全国との差 0.3 3.8 全国との差 3.4 4.8
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 学力に係る調査は、小学校は国語、算数、中学校は国語、数学の２教科について実施されました。 

 小学校において、国語では、全国平均を０．３ポイント上回りました。算数でも、３．８ポイント

全国平均を上回る結果になりました。 

 中学校においては、国語では、全国平均を３．４ポイント上回りました。数学でも４．８ポイント

全国平均を上回る結果になりました。 

無解答率については、中学校では、すべての教科区分で全国平均と比較して良い結果となりました。

一方、小学校では、国語の教科区分においてのみ、全国を下回りました。(無回答率については、値が

低いほど良い傾向となります。) 

 

２ 質問紙調査結果について 

  ※数値は、町全体の肯定的な回答の割合（％）と、全国との差【ポイント】 

⑴ 授業改善について 

①「授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、

話の組立てなどを工夫して発表していましたか。」 

②「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか。」 

  ＜小学校：３２番・３３番＞ ①６５．９％【＋２．４】②７８．６％【＋０．４】 

    ＜中学校：３２番・３３番＞ ①７９．６％【＋１７．６】②８８．７％【＋７．７】 

⑵ 他者との自分の考えを深めたり広げたりする授業づくり 

「学級の友だちと話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができ

ていると思いますか。」 

    ＜小学校：３７番＞ ８１．３％【＋２．５】 



   ＜中学校：３７番＞ ８９．８％【＋１２．０】 

⑶ 家庭学習の意識について 

①「家で、自分で計画を立てて勉強していますか。」 

②「学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、勉強

しますか。」※「全くしない」と回答した割合（％）を示す。 

    ＜小学校：１７番・１８番＞ ①６６．６％【－７．４】 ②５．０％【＋１．５】 

   ＜中学校：１７番・１８番＞ ①７２．８％【＋９．３】 ②４．２％【＋０．７】 

  

 新学習指導要領（小学校は令和２年度、中学校は令和３年度全面実施）では、学習の基盤となる資

質・能力（言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等）の育成が掲げられ、その育成のために、

「主体的・対話的で深い学び」の授業づくりの実現に努めてきました。新型コロナウイルス感染症拡

大防止のため、教育活動の制限がある中で、目的と手段を明確にし、可能な限りの取組みを実施して

きました。本調査結果から、その取組の成果が伺えます。引き続き、学校組織で学力保障・学力向上

に向けた取組を推進していきます。 

 

３「学力保障・学力向上」に向けた取組について 

「見える学力」と「見えない学力」の育成を図る。 

⑴ 児童・生徒の学習意欲を高め、主体的に学びに向かう力を育成するため、学習環境、学習課題、

学習形態、学習評価の改善に取り組みます。 

⑵ 「学力保障・学力向上の取り組み」 

① すべての児童・生徒が安心して学び合い、高め合うための集団づくりを進めます。 

② 一人ひとりの児童・生徒の学習の過程を把握し、指導と支援を行っていきます。 

③ 「複数の資料を比較して読む」、「文章を批判的に読み、信憑性を評価する」、「読んだことに 

ついて、自分の考えを記述する」に課題を焦点化し、授業改善を図ります。 

④ 学習保障と質の高い学びを実現するため、ＩＣＴ機器を「学びのツール」として活用します。 

⑤ 与えられた課題だけでなく、自ら課題を見つけ出し、自分の興味・関心を広げ、総合的に学 

びを深めていく力の育成を図ります。 

 

本調査結果や過去のデータ、また「島本町学習状況調査」の結果等を含め、総合的に分析を行い、

それぞれの学校が組織的に「学力向上」策を検討・実施することで、児童・生徒一人ひとりの「確

かな学力」を育成していきます。 

なお、この調査は、対象が限られた学年（小学６年生、中学３年生）のみの実施であり、加えて、

国語、算数・数学という学力全体の一部を調べたものです。したがって、公表したデータが本町の

児童・生徒の学力全体を表すものではありません。 
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○国立教育政策研究所：http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html 

○大阪府教育委員会 ：http://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/zennkoku/index.html 


